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▼
　
定
例
会
　
30
年
度
決
算

一般会計
30年度
予算

ど
の
よ
う
に     

っ
た
？

103
億
円

自 主 財 源
依 存 財 源

扶 助 費

公 債 費
物 件 費
義務的経費

投資的経費

：
：

：

：
：
：

：

町が自主的に収入できるお金。
国や県など、町以外の法律・基準・意思により
決定され、町に分配・交付されるお金。

児童手当や乳児・高齢者・重度心身障がい者の医療費に使う
経費。
町が借り入れたお金の返済に充てる経費。
賃金、委託料、消耗品費、郵便料などの経費。
人件費や扶助費、公債費など任意に削減できない極めて硬直
性が高い経費。
支出が学校や道路などの資産の形成に向けられて、財産とし
て将来に残るものに対して支出される経費。

　ことば
のヒント！

歳　入
104億9,856万円の内訳

歳　出
103億1,198万円の内訳

実質収支は

１億８千４１７万円

の黒字
実質収支＝（歳入－歳出）－翌年度
に繰り越すお金

実質単年度収支は

１億４千７０７万円

の赤字
実質単年度収支＝実質収支－前年
度の実質収支＋積立金－取崩額

しかし

※※

25.8

12.1

町
税

人
件
費

地
方
交
付
税

物
件
費

繰
入
金

公
債
費

国
庫
支
出
金

補
助
費
等

分
担
金
・

  

負
担
金

扶
助
費

地
方
消
費
税

　
　
交
付
金

維
持
補
修
費

町
債

そ
の
他

普
通
建
設

事
業
費

県
支
出
金

繰
出
金

そ
の
他

そ
の
他

1.1

21.4

3.0

10.3

2.9

13.0

34.1

15.1

4.3

2.5

12.9

13.2

9.7

14.0

9.3

1.9

1.5

歳 

入

歳

　出

自主財源32.8億円

義務的経費43.8億円

依存財源72.2億円

投資的経費13.0億円 その他の経費46.3億円



○おいらせ町議会だより 2019.10.28 発行／懸かけはし橋○3

▼
　
定
例
会
　
30
年
度
決
算

▼各会計別の決算

　
令
和
元
年
第
３
回
定

例
会
は
、
９
月
５
日
か

ら
13
日
ま
で
の
９
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
財
政
健
全
化
法
に
か

か
る
報
告
や
森
林
環
境

整
備
基
金
条
例
の
制
定

や
、
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
な

ど
、
報
告
３
件
、
諮
問

２
件
、
議
案
16
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
30
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
な

ど
の
歳
入
歳
出
決
算
認

定
議
案
８
件
に
つ
い
て

は
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
集
中
審
査
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼一般会計　歳出予算構成グラフ（目的別）

平成
30
年度

平成
29
年度

民生費 
32.6億円

民生費 
32.8億円

教育費 
17.5億円

教育費 
26.9億円

土木費 
13.8億円

土木費 
13.3億円

総務費 
13.6億円

総務費 
14.1億円

公債費 
10.3億円

公債費 
10.6億円

その他 
9.8億円

その他 
3.9億円

議会費 
1.0億円

議会費 
1.0億円

消防費 
6.7億円

消防費 
4.5億円

※四捨五入の関係上、合計（小計）において一致しない場合があります。

収　　入 支　　出 差　引　残　額

特別
会計

国民健康保険 25億1,583万円 24億9,733万円 1,850万円

奨学資金貸付事業 1,855万円 1,834万円 21万円

公共下水道事業 10億9,198万円 10億8,403万円 795万円

農業集落排水事業 1億2,693万円 1億2,421万円 273万円

介護保険 22億1,723万円 21億4,244万円 7,478万円

後期高齢者医療 1億8,830万円 1億8,597万円 233万円

企業 病院事業
収益的収支 8億9,635万円 9億4,747万円 ▲5,112万円

資本的収支 3,927万円 6,231万円 ▲2,304万円

▲議案審議を進める　西舘議長、楢山副委員長、平野決算特別委員長
（左側から）



 

▼
　
定
例
会
　
決
算
審
査
報
告

決算審査報告

収入未済額の
累積防止と自主財源の確保を

【財政健全化審査意見】
　財政健全化判断の４項目の指標（表１参照）は、早期健全化基準を
全て下回っていることから特に指摘すべき事項はない。

【経営健全化審査意見】
　「資金不足比率」については、病院事業、公共下水道事業、農業集
落排水事業の各会計は、赤字になっておらず、結果として資金不足
比率としての数値は出ず、良好な状況と認められる。

【不納欠損額及び収入未済額等の状況】（表２参照）
 今年度の不納欠損額は、前年度と比較して、約２，９７５万円増加し、
約７，１６８万円となった。内訳は、町税と国保税が全体の９５．６％を占
めている。
　また、収入未済額は、約８，６３８万円減少し、約３億６，４０７万円と
なった。特に固定資産税、国民健康保険税が減少している。一方で
は、後期高齢者医療の収納率は、平成２９年度９９．２％に対し、３０年度
は９７．７％と悪化し、収入未済額は、平成２９年度８２万円に対し、３０年
度は２７９万円と240％の増となっているので早めに対応願いたい。

監査委員の意見

【決算審査意見】
　各会計とも適正に処理されている。
　一般会計と特別会計を合わせた平成30
年度の決算額は、歳入では9.4％、歳出でも
9.3％の減少となった。
　収支状況としては、実質収支では黒字と
なったが単年度収支では赤字となった。
　一般会計においては、財政力指数が前年よ
り微増し、実質公債費率や将来負担比率も改
善しているにもかかわらず、経常収支比率は
悪化している。今後も財政の硬直化が進み厳
しい財政運営が続くことが予想される。この
ため、財政運営にあたっては、財政指標の推
移には十分留意されたい。
　特別会計においては、平成30年度の一般
会計から総額14億286万円が特別会計に繰
出されている。自主性・独立性を高め、引き続
き収入率の向上を図ったうえで、サービスの
向上と効率的な事業運営に努められたい。

監査委員
木 村 忠 一

代表監査委員
柏 崎 堅 一

収入未済額等の推移

□
 

H28
-2%

H28
-18%

H28
12%

H28
24%H29

-2%
H29
-18%

H29
12%

H29
16%H30

-3%
H30
-18%

H30
11%

H30
14%

基準 

14% 

基準 

19% 

基準 

25% 基準 

20% 

-25%
-20%
-15%
-10%

-5%
0%
5%

10%
15%
20%
25%
30%

財政指標 平成３０年度一般会計等健全化判断比率  

実質赤字比率 

連結赤字比率 

実質公債費比率 

 

 将来負担比率 資金不足比率 

 

基準
350%  

表１

※H28～３０までの
各会計は、赤字が
ないため、資金不
足比率の数値は出
ていない。
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一般会計、奨学資金
貸付事業・公共用地
取得事業の各特別会
計の赤字の大きさ

病院事業・公共下水
道事業・農業集落排
水事業の各特別会計
の資金不足が事業規
模に占める大きさ

一般会計と全ての
会計の赤字の大きさ

借入金返済の負担
の大きさ

将来負担すべき
負担の大きさ
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▼
　
定
例
会
　
31
年
度
決
算
特
別
委
員
会

決算審査報告
地方交付税　減少中
物件費　上昇中

のため

【主なもの】

【基金残高（町の貯金）】

【地方債残高（町の借金）】　

一般会計の決算の規模
30年度 29年度 前年度比

歳入 104.9億円 117.3億円 10.6％減
歳出 103.1億円 115.7億円 10.9％減
差引 1.8億円 1.6億円 12.5％増
繰越 0.5億円 0.3億円
収支 1.3億円 1.4億円

区　　分 30年度 29年度 増減額
財政調整基金 14.9億円 16.1億円 ▲1.3億円
減債基金 7.1億円 7.1億円 0.0億円
地域振興基金 12.3億円 12.3億円 増減なし
公共施設整備基金 7.3億円 6.7億円 0.6億円
その他 (15 基金 ) 12.9億円 11.2億円 1.7億円
合　　計 54.4億円 53.3億円 1.1億円

実質単年度収支※1 経常収支比率※2
H28年度 ▲8,575万円 88.60％
H29年度 ▲1億6,836万円 91.20％
H30年度 ▲1億4,707万円 95.10％

区　　分 30年度 29年度 増減額
一般会計 106.9億円 107.1億円 ▲0.2億円
公共下水道事業 67.4億円 71.9億円 ▲4.5億円
農業集落排水事業 5.6億円 6.1億円 ▲0.4億円
病院事業 0.7億円 0.7億円 ▲0.0億円

合　　計 180.6億円 185.8億円 ▲5.1億円

区　　分 30年度 29年度 増減額 増減率 主な内容

歳

入

町税 25.8億円 26.5億円 ▲0.6億円 ▲2.4% 　
地方交付税 34.1億円 35.1億円 ▲1.1億円 ▲3.0% 合併算定替えの縮減
分担金及び負担金 1.1億円 10.1億円 ▲9.0億円 7.6% 　
国庫支出金 12.9億円 13.5億円 ▲0.6億円 ▲4.7% 　
県支出金 9.7億円 13.3億円 ▲3.6億円 ▲27.2% 電源立地地域対策交付金等の減
繰入金 3.0億円 3.0億円 0.0億円 0.3% 　
町債 9.3 億円 16.1 億円 ▲ 6.7 億円 ▲ 41.9% 給食センター建設事業債等の減

歳

出

目的別

民生費 32.6億円 32.8億円 ▲0.2億円 ▲0.5% 　
教育費 17.5億円 26.9億円 ▲9.4億円 ▲34.9% 給食センター建設事業等の減

公債費 10.3億円 10.6億円 ▲0.4億円 ▲3.3% 　

消防費 4.5億円 6.7億円 ▲2.3億円 ▲34.0% 防災無線施設整備事業等の減

性
質
別

義
務
的

人件費 12.1億円 12.1億円 ▲0.0億円 ▲0.3%
扶助費 21.4億円 21.5億円 ▲0.0億円 ▲0.2%
公債費 10.3億円 10.6億円 ▲0.4億円 ▲3.3%

投
資
普通建設事業費
単独事業

13.0億円 26.1億円 ▲13.1億円 ▲50.1%
給食センターやプール施設建設事業等
の減

そ
の
他

物件費 15.1億円 13.5億円 1.5億円 11.3%
維持補修費 2.5億円 2.3億円 0.3億円 11.8%
補助費等 13.2億円 14.0億円 ▲0.8億円 ▲5.5%

※歳出は、目的別・性質別の２つの側面から見た経費となっていますので内容が重複しています。

※1実質単年度収支がマイナスだと？
　　財政調整基金を取り崩し、財源不足を補ってい
　る状態です。家庭で例えると、毎年、貯金を取り
　崩している状態です。このままだと２～３年で貯
　金が無くなる可能性があります。

※2経常収支比率が高いと？
　　財政の硬直化が深刻化し、余裕がない状態です。
　家庭で例えると、急な出費の時に対応できない可
　能性があります。

※四捨五入の関係上、金額が一致しない場合があります。



▼
　
定
例
会
　
30
年
度
決
算
特
別
委
員
会

平成３0年度決算特別委員会　―主な質疑―
　平成３０年度一般会計決算及び各特別会計・病院事業会計決算案は、議長を含む

全議員をもって構成した決算特別委員会（平野敏彦委員長）で審査しました。

　町政全般にわたり、多くの質疑がありましたが紙面ではその一部をご紹介します。

 

答
　
多
目
的
ド
ー
ム
整
備
業
務

委
託
８
０
４
万
円
、
地
質
業
務

調
査
委
託
８
３
７
万
円
、
測
量

設
計
業
務
委
託
１
１
１
２
万
円
、

ド
ー
ム
建
築
工
事
設
計
業
務

委
託
３
７
３
６
万
円
の
合
計
は

６
４
９
０
万
円
と
な
る
。

 

答
　
現
在
、町
で
は
75
歳

１
名
に
つ
き
３
千
円
の
委

託
料
を
支
払
い
し
て
い
る
。

昨
年
調
査
し
た
と
こ
ろ
、概

ね
１
～
３
割
程
度
町
内
会

が
負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
。

　
ま
た
、共
同
開
催
し
て
い

る
町
内
会
や
、委
託
料
の
２

倍
以
上
の
予
算
を
か
け
て

開
催
し
て
い
る
町
内
会
も

あ
る
。
当
面
は
、現
状
の
ま

ま
を
維
持
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

答
　
合
併
特
例
債
は
令
和
７
年

度
ま
で
だ
が
、
町
建
設
計
画
を

変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
12
年
度

ま
で
延
長
で
き
る
。
建
築
工
事

設
計
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
進
捗
率
70
％
程
度
の
た

め
、再
開
し
た
場
合
に
使
用
で
き

る
よ
う
成
果
品
と
し
て
完
了
す

る
。

 

答
　
こ
れ
ま
で
調
査
・
設
計
等
に
投

資
し
て
き
た
お
金
は
、死
ん
だ
お
金
だ

と
思
っ
て
い
な
い
。生
き
た
お
金
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
現
在
進
行
中
の
設
計
に
つ
い
て
は

成
果
品
と
し
て
完
了
し
て
も
ら
い
、今

後
、財
政
状
況
が
改
善
し
、ま
た
、景

気
回
復
や
建
設
部
材
の
価
格
が
下
が

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、無
駄
に
な
ら
な
い

よ
う
建
設
の
検
討
を
し
て
行
き
た
い
。

 

答
　
町
内
会
ご
と
に
違
い
が
あ

る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
開

催
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
参
考
に

し
て
頂
き
た
い
。

　
し
ば
ら
く
様
子
を
見
た
い
。

 

多
目
的
ド
ー
ム
建
設
に
か
か

る
こ
れ
ま
で
支
出
し
た
費
用
の

総
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　（
松
林
義
光
）

 

敬
老
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
町
内
会
で
は
参

加
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

た
め
色
々
な
催
し
も
の
を

し
、
町
内
会
の
予
算
を

持
出
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
敬
老
会
委
託
料
の
使

途
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　（
佐
々
木
勝
）

　
　
　
　
合
併
特
例
債
の
使
用

期
限
と
、
現
在
進
行
中
の
建
築

工
事
設
計
業
務
委
託
は
、
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　
既
に
約
６
５
０
０
万
円
の

公
金
を
投
入
し
て
い
る
。
副
町
長
は
、

こ
の
状
況
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
今
後
、
町
内
会
か
ら

離
脱
す
る
人
が
増
え
、
消
費
税

が
増
え
、
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
反
面
、
そ
れ
を
支
え
る
世
帯

が
少
な
く
な
る
た
め
、
町
内
会

で
委
託
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
が

で
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
再

考
を
。

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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▼
　
定
例
会
　
30
年
度
決
算
特
別
委
員
会

 

答
　
補
助
対
象
の
地
域
は
、青
葉
と
鶉
久
保
の
２
件
で
約
１
６
０
万

円
と
１
７
０
万
円
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
補
助
要
件
は
、道
路
幅
員
が
４
ｍ
以
上
で
道
路
延
長
が
10
ｍ
以
上
、

一
つ
以
上
の
公
道
に
接
し
、そ
の
公
道
は
整
備
済
み
の
道
路
で
あ
る

こ
と
、土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
こ
と
、土
地
家
屋
の
所

有
者
全
員
の
同
意
が
あ
る
こ
と
、一
般
住
宅
が
３
戸
以
上
あ
る
こ
と
な

ど
様
々
な
要
件
が
あ
る
。
補
助
の
上
限
額
は

２
０
０
万
円
で
、整
備
後
の
道
路
の
管
理
は
、

申
請
者
と
な
る
。今
年
度
の
申
請
は
な
い
。

 

答
　
65
歳
以
上
の
方
全
員
が
一
生
に
１
回

公
費
に
よ
り
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

す
る
も
の
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と

違
い
、毎
年
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
町
で
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

者
に
、65
歳
か
ら
５
歳
き
ざ
み
で
個
別
通

知
し
て
い
る
。

【接種率】

 

答
　
今
年
度
、要
件
を
満
た
し
て
い
る
対
象
者
は
６

名
い
る
。長
寿
祝
金
に
つ
い
て
、い
き
さ
つ
や
内
容
に
つ

い
て
不
明
な
た
め
、今
後
、担
当
課
と
検
討
す
る
。

 

答
　
　
ha
上
の
農
地
を
中
間
管
理
機
構
に
15
年
以
上

貸
し
付
け
る
、又
は
、認
定
農
業
者
に
貸
し
付
け
る
こ
と

に
よ
り
集
積
・
集
約
を
図
る
も
の
。
農
家
の
負
担
額
は
ゼ

ロ
円
。
平
成
30
年
３
月
に
土
地
改
良
区
と
勉
強
会
を
実

施
し
て
お
り
、可
能
な
限
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
先
日
、
地
域
振
興
協
議

会
が
あ
り
、改
良
区
に
大
規
模
化

を
し
て
欲
し
い
と
提
案
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
の
で
、今
し
ば
ら
く
様

子
を
見
て
欲
し
い
。

 

答
　
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
29
年
９

月
30
日
の
当
町
の
出
動
実
績
件
数
に
基

づ
き
負
担
し
、30
年
度
の
実
績
は
63
回
で

あ
る
。

 
私
道
整
備
補
助
金
の
実
績
内
容
と
主
旨
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
村
敏
文
）

 

高
齢
者
に
と
っ
て
、
肺
炎
は
非
常
に
怖

い
も
の
で
あ
る
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
内
容
と
接
種
率
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
澤
上
訓
）

 

長
寿
祝
金
は
満
１
０
０
歳
で
30
年
以
上
在
住
の
方

に
支
給
さ
れ
る
が
、
１
０
０
歳
到
達
時
に
30
年
以
上

の
居
住
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
支
給
さ
れ

な
い
。
改
正
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
柏
﨑
利
信
）

 
農
地
中
間
管
理
機
構
集
積
事
業
内
容
は
。

１
日
で
も
早
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　（
田
中
正
一
）

 

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行

事
業
費
負
担
金
（
85
万
４
千
円
）
の
内
容
は
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
正
一
）

10

 

答
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
県
の
事
業
で

行
っ
て
い
る
た
め
、当
町
で
は
負
担

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
運
行
事
業
費
負
担
金
が
あ

る
の
か
。

再
質
問

ワクチンの種類 H28 H29 H30
インフルエンザ 47％ 49％ 43％
肺炎球菌 42％ 42％ 39％
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【
諮
問
第
２
号
】

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
山
端
節
子
氏
を
委

員
候
補
者
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
適
任
と
し
ま
し
た
。

【
諮
問
第
３
号
】

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
倉
持
晶
郎
氏
を
委

員
候
補
者
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
適
任
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
い
ず
れ
も
任
期
は
令
和
２
年
１
月
１
日
か

ら
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

▼
　
９
月
定
例
会
　
議
案
審
議

報告第５号

報告第６号

報告第７号

諮問第２号

諮問第３号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

平成３０年度おいらせ町健全化判断比
率及び資金不足比率について
平成３０年度おいらせ町一般会計継続
費精算報告について
平成３０年度青森県新産業都市建設事
業団特定事業及び特定事業以外の事業
の決算報告について
人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて
人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて
地方公務員法及び地方自治法の一部を
改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について
おいらせ町森林環境整備基金条例の制
定について
おいらせ町特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償額に関する条例
の一部を改正する条例について
おいらせ町消防団条例の一部を改正す
る条例について
おいらせ町印鑑条例の一部を改正する
条例について
おいらせ町地域産業振興基金条例の廃
止について
職員用クライアント機器更新契約の締
結について
除雪ドーザ（１１ｔ級）購入契約の締結に
ついて
令和元年度おいらせ町一般会計補正予
算（第２号）について
令和元年度おいらせ町国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）について

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

令和元年度おいらせ町奨学資金貸付事
業特別会計補正予算（第１号）について
令和元年度おいらせ町公共下水道事業
特別会計補正予算（第１号）について
令和元年度おいらせ町農業集落排水事
業特別会計補正予算（第１号）について
令和元年度おいらせ町介護保険特別会
計補正予算（第２号）について
令和元年度おいらせ町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）について
令和元年度おいらせ町病院事業会計補
正予算（第１号）について
平成３０年度おいらせ町一般会計歳入
歳出決算認定について
平成３０年度おいらせ町国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定について
平成３０年度おいらせ町奨学資金貸付事
業特別会計歳入歳出決算認定について
平成３０年度おいらせ町公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算認定について
平成３０年度おいらせ町農業集落排水事
業特別会計歳入歳出決算認定について
平成３０年度おいらせ町介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について
平成３０年度おいらせ町後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定について
平成３０年度おいらせ町病院事業会計
決算認定について

報告３件、諮問２件
議案16件、認定８件　以上

議案審議一覧
全て原案可決しました

９月定例会
５日
９日

１０日
１２日
１３日

開    会
一般質問
議案審議
決算特別委員会
決算/議案審議

(木)
(月)
(火)
(木)
(金)

人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
が
決
ま
り
ま
し
た

山
やまはた

端　節
せ つ こ

子氏 
（阿光坊）

倉
くらもち

持　晶
あ き お

郎氏 
（青　葉）
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議 案 審 議

9 月 の 主 な

【
議
案
第
57
号
】

町
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
の

制
定

　提
案
理
由
　
町
に
お
け
る
森
林
環

境
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る

施
策
、木
材
利
用
の
促
進
に
要
す

る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
西
館
芳
信
議
員
　

　
森
林
環
境
税
と
し
て
個
人
住
民

税
に
１
人
年
額
千
円
を
上
乗
せ
し

て
の
徴
収
は
い
つ
か
ら
か
。
町
の

森
林
環
境
整
備
事
業
内
容
は
。

　
森
林
環
境
税
は
令
和
６
年
度

か
ら
徴
収
さ
れ
る
。

　
事
業
内
容
は
、ま
ず
、基
金
を
３

年
間
積
立
し
対
象
と
な
る
森
林
の

調
査
を
行
う
。
そ
し
て
、森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用
に
て
、森
林
づ

く
り
計
画
の
策
定
や
、間
伐
、人
材

育
成
や
担
い
手
の
確
保
、木
材
利

用
促
進
に
努
め
る
。

　
西
館
芳
信
議
員
　

　
森
林
環
境
譲
与
税
１
８
３
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、今
後
の
推

移
は
。
ま
た
、山
林
の
所
有
者
不

明
が
多
い
が
今
後
の
対
策
は
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
は

同
額
で
推
移
し
、４
年
度
か
ら
の

３
年
間
は
２
４
０
万
円
程
度
、７

年
度
か
ら
は
３
６
０
万
円
程
度
で

推
移
し
て
い
く
。所
有
者
不
明
の

場
合
、県
知
事
の
許
可
を
受
け
て

　
こ
れ
ま
で
手
入
れ
し
て
こ
な

か
っ
た
森
林
の
整
備
を
適
切
に

整
備
・
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
の
多
面
的
な
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止

や
、
自
然
災
害
防
止
・
国
土
保

全
、
水
源
涵か
ん
よ
う養
等
様
々
な
恩
恵
を

得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
適
切
な
森

林
等
の
整
備
は
、
国
民
の
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
整
備
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
所
有
者

の
経
営
意
欲
の
低
下
や
所
有
者
不

明
森
林
の
増
加
、
境
界
未
画
定
の

森
林
や
担
い
手
不
足
等
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
の
達
成
、
災
害
防
止
を

図
る
た
め
の
森
林
整
備
等
の
地
方

財
源
を
安
定
的
に
確
保
し
、
市
町

村
が
主
体
と
な
っ
て
森
林
を
集
積

す
る
と
と
も
に
、
管
理
を
行
う

「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
創
設
す
る
。

　
市
町
村
は
、
森
林
整
備
や
、
所

町
が
委
託
を
受
け
入
れ
る
仕
組
み

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

▼
　
９
月
定
例
会
　
議
案
審
議 【

議
案
第
63
号
】

除
雪
ド
ー
ザ
購
入
契
約
の
締
結

◆
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
百

石
住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計
の
清
算

　
平
成
20
年
度
か
ら
経
営
健
全
化
計
画

に
基
づ
き
年
間
１
億
円
の
補
給
金
の

支
払
い
が
完
了
し
、
健
全
化
を
達
成
し

た
。
町
直
営
に
よ
る
資
産
管
理
の
も
と

早
期
完
売
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す

る
た
め
に
会
計
を
清
算
す
る
。

　
清
算
し
な
い
場
合
は
、
毎
年
１
億
円

が
必
要
で
、
町
か
ら
事
業
団
へ
の
貸
付

及
び
、
市
中
銀
行
か
ら
の
借
入
利
子
負

担
が
生
じ
る
。

　
清
算
方
法
は
、
未
分
譲
４
区
画
を

３
７
７
６
万
円
で
町
が
買
い
取
り
、
清

算
時
補
填
と
し
て
１
８
４
６
万
円
を
事

業
団
へ
支
払
い
、
旧
雇
用
促
進
住
宅
駐

車
場
用
地
を
事
業
団
か
ら
無
償
で
譲
渡

を
受
け
る
も
の
。

◆
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

町
保
育
料
の
改
定
等

　
令
和
元
年
10
月
に
「
幼
児
教
育
・
保

育
無
償
化
」
実
施
に
伴
い
保
育
料
に
含

ま
れ
て
い
た
食
材
料
費
が
保
育
料
か
ら

切
り
離
さ
れ
、
実
費
徴
収
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
町
独
自
施
策
の
第
三
子
無

償
化
の
対
象
者
は
食
材
料
費
の
負
担
が

生
じ
る
た
め
、
そ
の
分
を
町
が
負
担
す

る
も
の
。

有
者
の
意
向
調
査
・
境
界
画
定
、

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
機
能
さ
せ

る
た
め
の
取
組
み
に
必
要
な
財
源

と
し
て
森
林
環
境
譲
与
税
の
一
部

を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
３
回
議
員
全
員
協
議
会

８
月
20
日（
火
）、議
員
全
員
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、６
件
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
主
な
も
の
２
件
を

掲
載
し
ま
す
。

提
案
理
由
　
現
在
使
用
し
て
い
る

も
の
が
古
く
故
障
が
き
て
い
る
た

め
買
い
替
え
を
す
る
も
の
。

　
　
山
忠
議
員
　

　
今
回
購
入
す
る
と
、民
間
委
託

の
除
雪
契
約
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
今
回
購
入
す
る
も
の
は
幹

線
道
路
と
吹
き
溜
ま
り
を
除
雪
す

る
。
住
宅
地
内
の
細
い
道
路
は
、

い
ま
ま
で
ど
お
り
委
託
業
者
が
行

う
。

森
林
環
境
税

　
っ
て
な
に
？

森
林
環
境
税
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一 般　会計（第２号）
限定予算の総額に１億2,752万円を増額
予算総額は、98億7,925万円

歳出の主な内容 補正予算額

洋光台団地未売却用地買収費 3,776万円

歳入の主な内容 補正予算額 県新産事業団会計清算負債補填金 1,846万円
町税（町民税・固定資産税等） 4,779万円 森林環境整備基金積立金 184万円
地方交付税 1億7,825万円 立木等補償費（住吉町線改良舗装事業） 2,766万円
財政調整基金繰入金 ▲1億9,572万円 町道整備工事費 5,000万円
前年度繰越金 6,417万円 子育てのための施設等利用給付費 1,421万円

特 別　会計
特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険（第１号） 1,355万円 23億9,475万円 県費返還金
奨学資金貸付事業（第１号） ▲414万円 1,604万円 奨学資金貸付金の確定
公共下水道事業（第１号） 210万円 10億6,184万円 馬淵川流域下水道維持管理費負担金
農業集落排水事業（第１号） ▲247万円 1億5,430万円 一般管理費
介護保険（第２号） 8,050万円 23億6,714万円 国･県・支払基金への返還金
後期高齢者医療（第１号） 1,123万円 1億9,888万円 広域連合納付金
病院事業（第１号） ▲64万円 10億2,760万円 外来収益の減、医療機器等購入費

番号 種別 町内会名

１ 継続 曙

２ 継続 鶉久保

３ 継続 本町

４ 新規 豊原

５ 新規 三本木

６ 新規 阿光坊

７ 新規 木崎

８ 新規 緑ヶ丘

▼
　
定
例
会
　
９
月
補
正
予
算
　
／
　
常
任
委
員
会

9 月 補 正 予 算 可決しました

産
業
民
生
常
任
委
員
会
（
西
館
芳
信
委
員
長
）

　
８
月
22
日
町
立
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
伴
う
公
募
概
要
と
生
活
関
連
道

整
備
計
画
選
定
路
線
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め

ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
平
野
敏
彦
委
員
長
）

　
８
月
26
日
町
み
な
く
る
館
・
町
立
図
書
館
・
大

山
将
棋
記
念
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う

公
募
概
要
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

町
立
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
伴
う
公
募
概
要

生
活
関
連
道
整
備
計
画
選
定
路
線
の

町
道
整
備(

単
独)

事
業

　
令
和
２
年
度
施
行
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
」
に
よ
り
今
ま
で
の
臨
時
職
員
の
人
件
費
が
大

幅
に
増
額
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
も
の
。

【
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
】
　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

効
活
用
し
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
と
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
経
費
節
減

と
な
る
。

【
募
集
方
法
等
】
　
児
童
セ
ン
タ
ー
の
公
平
性
や

安
定
運
営
及
び
管
理
効
率
化
の
た
め
木
ノ
下
・
木

内
々
児
童
セ
ン
タ
ー
の
２
館
を
一
括
公
募
す
る
。

募
集
期
間
は
、
９
月
か
ら
10
月
を
予
定
し
、
指
定

期
間
は
５
年
間
と
す
る
。

　
町
立
児
童
セ
ン
タ
ー
同
様
に
、
「
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
」
に
よ
り
今
ま
で
の
臨
時
職
員
の
人

件
費
が
大
幅
に
増
額
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
も
の
。

【
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
】
　

①
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
▼
民
間
企
業
に
よ
る
徹
底

し
た
研
修
制
度
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
自
主
事
業
の

実
施
、
業
務
に
精
通
し
た
人
材
の
育
成
、
専
門
職

の
人
材
確
保
に
よ
る
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

が
で
き
る
。

②
施
設
職
員
の
メ
リ
ッ
ト
▼
雇
用
期
間
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
安
定
し
た
雇
用
機
会
を
得
ら
れ
る
。

③
役
場
の
メ
リ
ッ
ト
▼
管
理
運
営
に
要
す
る
経
費

の
節
減
や
、
欠
員
補
充
、
契
約
更
新
等
の
事
務
処

理
、
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
が
軽
減
さ

れ
る
。

【
募
集
方
法
等
】
　
み
な
く
る
館
・
町
立
図
書

館
・
大
山
将
棋
記
念
館
の
公
平
性
や
安
定
運
営
及

び
管
理
効
率
化
の
た
め
３
館
を
一
括
公
募
す
る
。

募
集
期
間
は
、
９
月
か
ら
10
月
を
予
定
し
、
指
定

期
間
は
３
年
間
と
す
る
。

　
町
道
整
備
事
業
８
か
所(

左
の
表)

に
つ
い
て
９
月

補
正
予
算
要
求
を
す
る
も
の
。
　



こんなに増

えているよ!

▼
　
議
員
全
員
協
議
会

議 員 全 員 協 議 会
多
目
的
ド
ー
ム
整
備
事
業
の凍結

理
由

令
和
元
年
９
月
５
日
、議
会
に
対
し
町
当

局
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

概
要

　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
ド
ー
ム
整
備
事

業
に
つ
い
て
、建
築
工
事
実
施
設
計
委
託
業

務
の
過
程
に
お
い
て
事
業
費
が
大
幅
に
増

大
す
る
見
込
み
と
な
り
、将
来
へ
の
財
政
負

担
等
総
合
的
に
勘
案
し
、当
分
の
間
、推
進

を「
凍
結
」す
る
も
の
。

課
題
　

①
基
本
計
画
で
は
事
業
費
約
16
・
７
億
円
と

し
て
い
た
が
、実
施
計
画
の
結
果
、資
材
価

格
、労
務
単
価
の
高
騰
に
よ
り
事
業
費
が

約
21
・
２
億
円
に
膨
れ
上
が
り
、実
施
計
画

額
で
の
建
設
が
困
難
と
な
っ
た
。

②
建
設
予
定
地
下
に
大
量
の
廃
棄
物
（
側

溝
、
電
柱
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ガ
ラ
な
ど
）

が
埋
設
さ
れ
、
数
量
は
不
明
で
造
成
工
事

に
着
工
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。
処
理
費
用
は
２
～
３
千
万
円

は
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

③
ド
ー
ム
事
業
を
現
計
画
通
り
進
め
た
場

合
、総
事
業
費
は
21
億
円
を
超
え
、合
併
特

例
債
を
財
源
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、統
合

庁
舎
の
整
備
が
危
惧
さ
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で

拡
大
す
る
。

④
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
分
が
令
和

２
年
度
で
交
付
終
了
と
な
る
。

　
ド
ー
ム
事
業
を
進
め
た
場
合
、建
設
後

の
維
持
管
理
経
費
と
起
債
償
還
で
年
間

４
千
万
円
を
超
え
る
一
般
財
源
の
捻
出
が
必

要
だ
が
、現
況
下
で
の
一
般
財
源
確
保
は
困

難
な
状
況
に
あ
り
、町
単
独
事
業
の
廃
止

等
、他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
確
実
に
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

①
当
町
に
お
い
て
最
大
の
一
般
財
源（
町
が

使
い
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
）で

あ
る
普
通
交
付
税
は
、標
準
的
行
政
サ
ー

ビ
ス
経
費
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
も

の
と
し
て
国
が
算
定
し
、交
付
し
て
い
る
。

市
町
村
が
合
併
し
た
場
合
、効
率
化
が
図

ら
れ
標
準
的
サ
ー
ビ
ス
経
費
が
減
少
す
る

も
の
と
し
て
算
定
さ
れ
る
た
め
、合
併
後
11

年
目
か
ら
は
普
通
交
付
税
が
段
階
的
に
減

少
し
、令
和
２
年
度
で
終
了
と
な
る
。（
参

照
①
合
併
算
定
替
の
推
移
）

②
財
政
指
標
等
の
推
移
。

　
経
常
経
費（
※
１
）充
当
分
は
、平
成
18

年
度
と
30
年
度
の
比
較
で
は
年
間
約
10
億

円
増
加
し
て
い
る
。

　
実
質
単
年
度
収
支（
※
２
）は
、年
度
内

に
得
ら
れ
る
収
入
で
財
政
運
営
が
行
え
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
財
政
調
整
基
金（
町
の
貯
金
）は
、

２
～
３
年
で
枯
渇
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
経
常
収
支
比
率（
※
３
）は
、90
％

前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
平
成
30
年

度
で
は
95
・
１
％
ま
で
急
激
に
悪
化

し
た
。

③
経
常
経
費
内
訳
は
、人
件
費
・
物

件
費
・
維
持
補
修
費
は
今
後
増
加

し
、扶
助
費
・
交
際
費
・
補
助
費
等
・
繰

出
金
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

（
参
照
③
経
常
経
費
の
推
移
）

当
町
の
財
政
状
況

町
長
　
公
約
ど
お
り
ド
ー
ム
整
備
事
業
を
進
め
て
い
た
が
、事
業
費
の

大
幅
な
増
額
に
よ
り
、こ
の
ま
ま
事
業
を
進
め
る
と
将
来
の
行
財
政
運

営
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
実
が
判
明
し
た
。

　
「
持
続
可
能
な
ま
ち
」に
す
る
た
め
、し
っ
か
り
と
し
た
財
政
基
盤
を

築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
る
。今
を
暮
す
人
、将
来
の
子
や
孫

た
ち
に
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、町
政
を
預
か
る
も
の
と
し
て
、

熟
慮
を
重
ね
た
う
え
で
、ド
ー
ム
整
備
事
業
の
凍
結
を
判
断
し
た
。

年度 合併後 普通交付税増加額 算入割合
H18 1年目 3億9,162万円 100％
H25 8年目 5億6,482万円 100％
H26 9年目 5億1,260万円 100％
H27 10年目 3億9,990万円 100％
H28 11年目 2億2,180万円 90％
H29 12年目 1億6,100万円 70％
H30 13年目 8,119万円 50％
R01 14年目 5,000万円 30％
R02 15年目 1,667万円 10％
R03 16年目 0円 0％

H17 H30 差額

人件費 13.6億円 11.3億円 ▲2.3億円

扶助費 3.7億円 6.6億円 +2.9億円

公債費 10.9億円 9.8億円 ▲1.1億円

物件費 6.5億円 10.1億円 +3.6億円

維持補修費 0.9億円 1.9億円 -1.0億円

補助金等 9.3億円 9.8億円 +0.5億円

繰出金 6.7億円 11.8億円 +5.1億円

計 51.6億円 61.3億円 +9.7億円

H29 経常収支比率

外ヶ浜町 96.4％

鰺ヶ沢町 95.2％

深浦町 95.6％

大鰐町 97.3％

野辺地町 101.0％

①合併算定替の推移

ことばのヒント！
※１経常経費：人件費、物件費、維持補修費、扶助費、補助費、公債費など毎年度経常的に支出される経費
※２実質単年度収支＝単年度収支+財政調整基金積立金+地方債繰上償還額-財政調整基金取崩額
※３経常収支比率＝経常経費に充当した一般財源等÷（地方税、普通交付税等+減収補填債特例分+臨財債）×100％

③経常経費の推移

【参考】
経常収支比率95％超の町村

事 業 費

計画時

16.7億円

現積算

21.2億円
4.5億円追加⬇
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▼
　
一
般
質
問

ここが聞きたい

一般質問

※一問一答方式の場合、60分の制限時間内であれば、
　質問の回数に制限はありません。
　「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原稿を作
　成しており、スペースの都合上、質問と答弁を要約
　しています。
※会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会ホー
　ムページ
　（http://www.town.oirase.aomori.jp/site/
　gikai/）で閲覧できます。
　また、本会議場での傍聴もお待ちしております。

※「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による
政策論議です。
年 4回の定例会で行われます。
議員が、町の一般事務について、執行機関に対しその
執行の状況及び将来の方針等について所信をただし、
事実関係を明らかにすることにより、現行の政策を変
更、是正させ、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。

よりよいまちづくりのために

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

13 松林　義光　議員
・古間木山地区緊急搬送道路整備事業内容は
・税金などをコンビニで納付できるよう再度、検討を
・町営霊園の永代使用する権利の助成を

14 平野　敏彦　議員
・行政組織見直しの効果は
・多目的ドームの建設は
・指定管理者制度の内容は
・受動喫煙防止対策は

15 日野口　和子　議員
・改めて問う子育て支援対策
・障害者の実情は
・来庁する町民のための快適な庁舎を
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▼
　
一
般
質
問

　
古
間
木
山
地
区
緊
急
搬
送
道
路

整
備
事
業
は
、
平
成
30
年
度
に
用
地

補
償
調
査
が
始
ま
り
、
令
和
７
年
度

に
完
成
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ

て
い
る
。
計
画
ど
お
り
進
む
の
か
。

　
今
年
度
か
ら
町
道
木
ノ
下
・
三

沢
線
の
東
側
区
間
の
用
地
買
収
等
を

行
な
い
、
令
和
４
年
度
に
一
部
の
供

用
を
開
始
す
る
。
５
年
度
か
ら
西
側

区
間
の
用
地
買
収
等
を
行
い
、
７
年

度
に
工
事
を
実
施
し
、
８
年
度
に
は

全
線
供
用
開
始
予
定
と
し
て
い
る
。

　
現
在
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進

む
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
こ
の
道
路
の
整
備
に
か
か
る
費

用
は
い
く
ら
か
。

　
ま
た
、
防
衛
施
設
周
辺
関
係
の
補

助
金
を
受
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、
町

の
負
担
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

 

　
総
事
業
費
は
約
６
億
２
７
７
８

万
円
と
な
る
が
、
国
と
の
調
整
、
物

価
変
動
等
に
よ
り
変
更
も
考
え
ら
れ

る
。総
事
業
費
か
ら
国
庫
補
助
金
を
除

い
た
町
の
負
担
は
約
２
億
３
７
７
万

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
町
村
も
実
施
ま
で
１
～
２
年
間
は

準
備
期
間
を
設
け
て
い
る
。
当
町
で

も
で
き
る
だ
け
早
く
実
現
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
。

　
３
月
に
青
い
森
信
用
金
庫
青
葉

支
店
が
三
沢
支
店
に
統
合
さ
れ
、
役

場
に
来
て
納
付
す
る
の
も
大
変
で
あ

る
。
北
部
地
区
に
は
５
ヵ
所
に
コ
ン

ビ
ニ
が
あ
る
。
時
間
は
か
か
っ
て
も

前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

 

　
で
き
る
だ
け
早
め
に
、
ま
た
経

費
は
多
少
増
え
る
が
、
前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
の
で
、
も
う
少
し
待
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
営
霊
園
に
は
未
使
用
区
画
が

あ
る
。
財
政
健
全
化
と
未
使
用
区
画

解
消
の
た
め
、
永
代
使
用
（
墓
地
購

入
）
に
対
し
、
町
が
助
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。

 

　
既
に
永
代
使
用
す
る
権
利
を

取
得
し
て
い
る
人
と
の
間
に
不
公

平
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
た
め
慎

重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
情
報

収
集
を
し
な
が
ら
、
有
効
な
手
段

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
当
町
と
三
沢
市
が
事
業
主
体
と

な
る
が
、
当
町
の
ル
ー
ト
を
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。
ま
た
当
町
の
地
権
者
は

何
名
か
。

 

　
総
延
長
１
０
２
９
ｍ
の
う
ち
当

町
の
区
間
は
２
７
９
ｍ
で
あ
り
、
サ

ン
ワ
ド
ー
下
田
店
北
側
か
ら
町
道
木

ノ
下
・
三
沢
線
を
交
差
し
、
三
沢
市

道
１
０
１
号
線
に
接
続
す
る
。
地
権

者
は
11
名
で
あ
る
。

　
昨
年
12
月
の
議
会
で
も
質
問

し
た
が
、
税
金
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
幾
度
か
検
討
し
た

が
、
導
入
費
用
に
対
す
る
費
用
対
効

果
等
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
実
施
に

至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
近
隣
市

町
村
の
導
入
が
進
み
、
町
民
の
納
付

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
導
入
に
向

け
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
、
県
内
16
市
町
村
で
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ど
の

　
洋
光
台
団
地
分
譲
促
進
の
た
め

町
が
助
成
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に

未
使
用
区
画
を
利
用
で
き
る
政
策
を

打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

　
永
代
使
用
す
る
権
利
の
区
分
の

使
用
率
は
１
種
で
は
38
・
３
％
、
２

種
で
は
91
・
９
％
の
た
め
、
ま
ず
は
、

１
種
６
㎡
の
区
画
面
積
を
２
種
４
㎡

の
区
画
へ
見
直
す
な
ど
の
対
応
と
と

も
に
、
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
も
強
化
し
た
い
。

助
成
や
値
下
げ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

控
え
た
い
。

古
間
木
山
地
区
緊
急
搬
送
道
路

整
備
事
業
内
容
は
。

税
金
な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

で
き
る
よ
う
再
度
、検
討
を
。

町
営
霊
園
の
永
代
使
用
す
る

権
利
の
助
成
を
。

松林　義光 議 員

税金などのコンビニ収納、前向きに検討しては

区分 面積
永代使用する権利

使用率
町民 町外

１種 6㎡ 34万円 40万円 38.3％

2種 4㎡ 23万円 27万円 91.9％

町営霊園の永代使用する権利の区分表
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ずさんな財政計画でドーム凍結
給食費無償化を見直すべき

▼
　
一
般
質
問

　
見
直
し
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　
保
健
福
祉
部
門
３
課
が
連
携
を

取
り
や
す
く
な
り
、
手
続
き
が
同
じ

フ
ロ
ア
で
行
え
、
サ
ー
ビ
ス
が
向
上

し
た
。

　
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
策
と
は
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
編
成
で
、

特
定
の
経
費
を
一
律
削
減
し
た
ほ

か
、
既
存
の
事
務
事
業
の
廃
止
や
縮

小
も
視
野
に
入
れ
た
見
直
し
を
行

い
、
財
源
確
保
に
努
め
る
。

　
見
直
し
後
、
町
民
か
ら
ど
の
よ

う
な
意
見
が
あ
る
の
か
。

　
待
合
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
、
室

内
温
度
が
高
い
こ
と
へ
の
不
満
や
、

部
署
が
移
転
し
て
不
便
に
な
っ
た
と

の
声
が
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
は
、
手
続
き
が
便
利
に
な
っ

た
と
の
声
も
あ
る
。

　
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て

変
更
後
の
効
果
は
。

　
保
健
福
祉
部
門
が
集
約
さ
れ
、

利
用
者
と
職
員
側
の
立
場
で
効
果
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
見
直
し
後
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

　
町
長
は
３
月
の
町
議
会
で
町

の
基
本
計
画
の
と
お
り
建
設
す
る

と
、
答
弁
し
て
い
る
が
再
度
確
認
し

た
い
。

　
９
月
５
日
の
全
員
協
議
会
で

事
業
費
の
大
幅
な
増
額
と
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
建
設
の
凍

結
を
決
断
し
た
。

　
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。
凍

結
の
原
因
は
。

　
資
材
単
価
の
高
騰
と
、
労
務

費
の
増
に
よ
り
、
事
業
費
が
大
幅

に
、
増
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　
実
施
設
計
で
は
事
業
費
が
増
大

し
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
計
画
額
16
億
７
千
万
円
の
事

業
費
が
21
億
２
千
万
円
と
な
り

４
億
５
千
万
円
の
増
と
な
る
。

　
財
政
計
画
や
洋
光
台
会
計
元
金

補
給
金
、
給
食
費
無
料
化
等
を
総
合

的
に
勘
案
す
れ
ば
ド
ー
ム
建
設
の
見

通
し
が
立
つ
の
で
は
。

　
財
政
計
画
で
は
平
成
30
年
度

９
９
０
０
万
円
の
黒
字
を
見
込
ん

だ
が
、
そ
れ
は
財
政
調
整
基
金
を

３
億
７
千
万
円
取
り
崩
し
た
た
め

で
、
実
際
は
約
３
億
円
の
赤
字
で
あ

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
効
果
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
分
庁
舎
で
手
続
き
が
完
結
で

き
た
方
は
本
庁
舎
で
な
け
れ
ば
で
き

な
く
な
っ
た
。

　
機
構
改
革
を
す
る
に
あ
た
り
本

庁
舎
・
分
庁
舎
の
１
㎞
圏
内
の
人
口

の
比
較
を
し
た
か
。
今
ま
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
き
た
方
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ず
不
便
を
感
じ
て
い
る
町

民
の
方
が
多
い
。

　
ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
け
れ
ど
も
２
課
３
課
に
用
事

を
足
す
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で

は
。
再
考
を
。

　
機
構
改
革
に
よ
り
福
祉
３
課

の
ほ
か
に
税
務
課
、
会
計
課
も
含

め
て
連
動
し
て
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
１
㎞
圏
内
の
人
口
は

試
算
し
た
こ
と
は
な
い
。

(
後
刻
答
弁)

本
庁
舎
２
２
７
７
人
、

分
庁
舎
３
９
１
８
人
。

　
二
川
目
方
面
か
ら
本
庁
舎
へ
直

行
す
る
バ
ス
が
な
い
。
交
通
弱
者
へ

の
配
慮
に
欠
け
る
が
。

　
本
年
６
月
の
運
行
改
正
に
伴

い
、
分
庁
舎
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下

田
で
の
乗
り
継
ぎ
し
な
け
れ
ば
、

二
川
目
方
面
か
ら
本
庁
舎
へ
来
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
今
年

度
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
３

年
後
に
は
交
通
体
制
を
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

る
。
こ
の
赤
字
は
今
後
３
年
間
続
き

財
政
調
整
基
金
で
調
整
で
き
な
く
な

る
見
込
み
の
た
め
、
財
源
確
保
策
と

し
て
１
億
１
千
万
円
を
目
標
に
補
助

金
や
委
託
料
等
を
減
額
し
て
い
る
。

　
み
な
く
る
館
・
町
立
図
書
館
・

大
山
将
棋
記
念
館
の
３
施
設
の
直
営

と
、
民
間
委
託
の
差
額
２
４
０
万
円

が
、
財
政
基
盤
の
強
化
と
な
る
の
か
。

　
財
政
基
盤
の
強
化
は
、
こ
の

よ
う
な
積
み
重
ね
に
よ
り
、
構
築

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
館
の
直
営
と
民
間
委
託
の

差
額
は
。

　
約
８
１
４
万
円
と
な
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
採

用
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
指
定
管
理
者
を
予
定
し
て
い

る
施
設
へ
の
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
採
用
は
な
い
。

　
２
０
１
９
年
７
月
１
日
か
ら
役

所
・
学
校
敷
地
内
が
原
則
禁
煙
と
な
っ

た
。
町
の
対
応
は
。

　
第
１
種
施
設
で
あ
る
行
政
機

関
を
始
め
、
学
校
・
病
院
を
、
敷

地
内
禁
煙
と
し
、
７
月
１
日
か
ら

完
全
禁
止
し
た
。

行
政
組
織
見
直
し
の
効
果
は
。

多
目
的
ド
ー
ム
の
建
設
は
。

金
や
委
託
料
等
を
減
額
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
内
容
は
。

員
の
採
用
は
な
い
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策
は
。
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子育て支援対策の取り組みは

▼
　
一
般
質
問

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

悩
み
等
、
気
軽
に
円
滑
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　
母
子
健
康
手
帳
交
付
や
出
し
ゅ
っ
し
ょ
う生

届と
ど
け
で出
時じ

、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
家
庭

訪
問
、
保
育
施
設
や
医
療
機
関
へ
の

訪
問
、
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
の
際
の

医
師
や
助
産
師
、
保
健
師
や
栄
養
士

に
よ
る
面
談
な
ど
、
多
く
の
機
会
を

捉と
ら

え
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
苦

痛
で
は
な
く
、
喜
び
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
い
る
。

　
相
談
に
来
る
の
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
積
極
的
に
町
民
に
寄
り

添
う
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

　
ご
指
摘
の
町
民
に
寄
り
添
う
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
、
全
く

同
感
で
あ
る
。

　
町
で
は
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
可

能
な
限
り
家
庭
訪
問
を
し
て
い
る
。

相
手
側
の
都
合
に
よ
り
訪
問
で
き
な

い
場
合
に
は
、
電
話
や
面
談
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
時
に
、
妊
娠
の
経
過

や
健
康
状
態
の
確
認
、
家
庭
環
境
の

把
握
、
産
後
の
育
児
相
談
、
不
安
や

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
専
門
的
な
知
識

　
当
町
の
障
害
者
は
現
時
点
で
何

名
お
ら
れ
る
の
か
。

　
障
害
者
は
、「
身
体
」「
知
的
」

「
精
神
」
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
は
８
５
２
人
、

愛
護
手
帳
（
知
的
）
は
、
２
５
７

人
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は

１
８
１
人
で
、
本
年
８
月
末
現
在
で

は
合
計
１
２
９
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
障
害
者
の
た
め
に
町
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

 

　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
８
年

ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

「
第
２
期
お
い
ら
せ
町
障
が
い
者
基

本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。
主

要
施
策
と
し
て
、
在
宅
生
活
支
援

の
充
実
、
経
済
面
の
安
定
と
支
援
、

相
談
支
援
体
制
の
充
実
、
雇
用
促

進
と
就
労
支
援
の
充
実
、
権
利

擁よ
う
ご護

の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
障
が

い
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
図
っ

て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
施
設
は
い
く
つ
か
。

と
経
験
に
基
づ
き
、
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
拠
点
作
り
は
広

く
町
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

　
令
和
２
年
度
か
ら
「
母
子
健
康

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
本
庁
舎
内
に

設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、

支
援
の
必
要
な
方
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
協
議
中
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
、
相
談
や
悩
み
事
に
き
め
細
か
く

対
応
を
行
え
、
児
童
虐
待
の
予
防
や
発

見
対
応
が
早
期
に
行
え
る
効
果
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

 

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
施
設
は
、
み
な
く
る
館
、

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
い
ち
ょ
う

公
園
体
育
館
、
お
い
ら
せ
病
院
、

本
庁
舎
、
分
庁
舎
の
６
施
設
が
該

当
す
る
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
す
べ
て
の

基
準
を
達
成
し
て
い
る
の
は
、
お

い
ら
せ
病
院
だ
け
で
あ
る
。

　
現
庁
舎
の
空
調
設
備
の
整
備

の
考
え
は
。
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
の
は
わ
か
る
が
、
こ
の
地
域

で
も
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
影
響
に
よ

り
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
。
来
庁

す
る
町
民
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
頂
き
た
い
。

 

　
近
年
の
猛
暑
時
期
に
来
庁

す
る
町
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
不

快
な
思
い
を
さ
せ
て
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
平
成
22
年
度
に
本

庁
舎
の
冷
房
設
備
見
積
額
で
は
約

１
億
４
千
万
円
の
費
用
と
な
る
こ

と
か
ら
見
送
り
、
扇
風
機
で
の
対

応
と
し
て
い
る
。
仮
に
、
統
合
庁

舎
建
設
と
な
っ
た
際
に
は
、
冷
房

設
備
の
導
入
も
含
め
検
討
す
る
が
、

現
時
点
の
導
入
が
な
い
こ
と
を
、

ご
理
解
頂
き
た
い
。

改
め
て
問
う
子
育
て
支
援
対
策

障
害
者
の
実
情
は

い
ら
せ
病
院
だ
け
で
あ
る
。

来
庁
す
る
町
民
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
快
適
な
庁
舎
を

▲ ２～３か月児健康相談の様子






